


備考

課題（問題点・作業の必要性）／ねらい・目標

施工方法（見取図、写真等）

課題１、山側（写真向かって右）にある木柵土留め下部の土砂流失を防ぐ。
課題２、石が露出し斜めになった歩行路に段差処理を行い、歩行面を確保する。
段差処理は石組みで行い、各段差が木柵下部の土留めとなるように配置する。
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見取図 

施工予定箇所 

水流 

分散排水工（2013年施工） 

施工予定箇所 

2018年施工箇所 

施工予定箇所全体

施工予定箇所上から 



施工方法

備考
施工予定箇所より１０メートル上部に分散排水工があり、一度に大量の水が流れることはほとんどない。
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課題（問題点・作業の必要性）／ねらい・目標

施工予定箇所 

・石組みを斜面に対して斜めに設置し、縦・横双方向の土留めとする。 

・石組み上部を、石・礫・土砂で充填し、歩行路とする。 

・石組みの側面を木柵土留めの下部に配置し、土砂の流失と木柵の倒壊を防ぐ。 

・落水による洗堀を少なくするため、石組みの高さは低く設定する。 

木柵下部の土砂流失状況 

石・礫・土砂 



施工方法
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Ｎｏ．４
課題（問題点・作業の必要性）／ねらい・目標

 土石採取予定箇所 （涸沢） 



昨年度の施工状況と評価

備考
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2018年 施工前 

2018年 施工後 

2019年 現在 

付近では2018年に段差処理を主な目的として、類似した施工を行った。 

この場所では雪の重さと移動により、階段の木柵が外れやすい。 

また木柵を鉄杭やカスガイで固定しているため、鉄杭が曲がったりカスガイが抜けたりする。 

雪の重さを分散させて影響を少なくするため、土留めの木柵を石組みに変更した。 

2018年施工箇所では現在のところ施工した石の緩みはなく、施工によると思われる周辺の変化も

ない。 

今後積雪状況や雪融けの影響により破損する可能性もあるが、この場所では木柵土留めより適し

ていると考える。 


